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 １１⽉は、学年毎のＴＭミーティングで学習状
況や⼊試対応の状況把握と、１・２年⽣を対象と
して、最新の医学研究の動向や研究者への道筋と
いったキャリア講演会を実施しました。３年⽣に
ついては№５で報告しましたので、今回は１・２
年⽣のミーティングの様⼦をお知らせします。 

１１⽉１０⽇（⽕）   ２年⽣ １５名  

１１⽉１２⽇（⽊）   １年⽣ ３１名 
 
 
 
 
 
 
 

 １１⽉１０⽇（⽕）と１１⽉１２⽇（⽊）に、
ベネッセの友澤⽒においでいただき、１・２年⽣
の２回⽬のスタディサポートの分析結果について
お話いただきました。 
 ２年⽣は、１回⽬の分析会はオンラインで実施
したため、直接にお話を聞くのは今年初めてとな
ります。試験の⽬的をしっかり理解して振り返り
をすることが⼤切であること。スタサポは基礎学
⼒が定着しているかどうかを⾒るものなので、全
体としてできは良かったが、何が弱いのかという
現状をしっかり把握して学習に⽣かすことが⼤切
であるというお話をいただきました。 
 １年⽣も全体的に良くできていたということで
した。１年⽣には分析表の⾒⽅についてお話いた
だくとともに、特に本校⽣徒のつまずきが多かっ
た問題の解説とそれぞれが⾃分の現状をデータで
きちんと分析して、今後の学習に⽣かすことをア
ドバイスされました。 
 
 
 
 

 
 
 
 

１１⽉１９⽇（⽊）   １年 30 名 ２年 10 名 
 １１⽉１９⽇（⽊）、１・２年⽣を対象にした
ＴＭミーティングが⾏われました。東京都総合医
学研究所から再⽣医療研究のプロジェクトリーダ
ーである宮岡佑⼀郎⽒をお招きし、「iPS 細胞の
ゲノム編集による疾患の治療法の開発と研究者の
実態」というテーマでお話しいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 iPS 細胞とは、あらゆる細胞に分化できる多能
性幹細胞ですが、⼀旦成⻑した細胞を発⽣初期の
細胞に戻すという発想が画期的であり、この iPS
細胞技術により様々な治療が期待できるようにな
りました。また、今年のノーベル賞にも選ばれた
ゲノム編集技術は、⼈の遺伝情報（ゲノム）の塩
基配列を狙い通りに改変する技術です。この iPS
細胞技術とゲノム編集技術を組み合わせることに
より様々な遺伝性疾患の研究や治療への応⽤が期
待されているとのことでした。 
 さらに、研究者としての⾯⽩さや⼤変さ、そこ
に⾄るまでには時間がかかり、⾃分の研究室を持
つことがやりたい研究をするには必要であること
などを話していただきました。 


